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記念講演（１４：００～１６：２０）
新井正敏副理事長の司会により

記念式典（１６：３０～１８：００）
司会：平山八重さん

埼玉県印刷工業組合は昭和３２（１９５７）年９月１４３社により結成されたが、由来埼玉県内の印刷業に従事する事
業所を率いて今日まで組合員の事業を守り、またそれぞれの時期における県内印刷産業のあるべき姿について指
針を指し示す努力を払ってきた。そして本年平成１９（２００７）年９月に５０年の歴史を刻んだのである。その記念事
業（記念講演、式典、祝宴）が去る１０月１９日、さいたま新都心「ラフレさいたま」において挙行された。記念事
業としては５０周年記念誌の刊行が、記念事業の詳細内容を盛りこんでこのあと進められることになっている。ま
ずは、記念式典等についてここに報告掲載したい。

２人の講演者による記念講演が行われた。その第一
が「脱本業、拡本業へのイノベーションー創造へのあ
くなき挑戦」である。演者は大日本スクリーン製造�
代表取締役会長の石田明氏。 ※イノベーション：技術革新。

大日本スクリーン製造�は、印刷製版機器メーカー
として国内、国際的にゆるぎない地位を有するが、そ
れにとどまらないで一大企業グループを形成してい
る。そこに至るまでの苦難が「脱本業、拡本業」の言
葉に象徴される企業再生の方策であった。ある時期大
幅赤字を計上して、開拓者精神で未踏の技術領域に踏
みこみ新しい機器を生み出してきた気風がすっかり萎
んでしまった。「誰かがなんとかしてくれるだろう」
の風潮が広まった。ついに人員整理、希望退職に手を
染めた。……企業には「結果」が求められる。「思考
展開」「志高転改」でつき進むべし。志高く改革を目
指さねばならない。「自分で這い上がってこい！」の
心境だったと石田氏は語る。
講演第二は「原点回帰と新創業への挑戦」、全日本
印刷工業組合連合会会長浅野健氏による論旨明解な展
開であった。平成１４年に会長職就任を要請されて、
「２００５計画」に引きついで「業態変革・原点回帰」を
掲げた。「原点」は「基本からスタート」のほか、「現
点」＝今でもある。徹底して今を改革するしかない。
１人でこなせる仕事を２人３人で分け合ってこなすな
どは全く現状認識ができていない。根本からの改革が

必要であろう。浅野会長の一言一言は聴く者の心肝を
寒からしめるものであった。５０周年という永年記念行
事にふさわしい講演となった。

開会挨拶 佐藤伍郎副理事長
国歌斉唱
印刷産業人綱領斉唱 唱導 新井正敏副理事長
組合員、関連商社参加者の唱和の声が会場に響いた。
物故組合員に対する黙祷
理事長挨拶 新精一理事長：５０年をふり返り、歴代８
名理事長の業績を引き継ぎ、今ここに立つ我が９代は
大いに感謝する。「継続は力なり」これからも力を合
せ、１００周年に向って進んでいきましょう。
来賓紹介 埼玉県知事上田清司氏（ご名代副知事岡島
敦子氏）、さいたま市長相川宗一氏（ご名代特別秘書
平田利雄氏）、衆議院議員（内閣官房副長官）大野松
茂氏、埼玉県中小企業団体中央会会長大久保政一氏、
全日本印刷工業組合連合会会長浅野健氏、全国印刷工
業健康保険組合副理事長笠井康弘氏、関東五県印刷工
業厚生年金基金常務理事堀口昌秀氏、埼玉県印刷工業
組合顧問中村照雄氏。
表彰 ・埼玉県知事表彰＝組合副理事長吉田健、同新
井正敏、同佐藤伍郎。・埼玉県中小企業団体中央会会
長表彰＝専務理事櫻井豊喜、元常務理事大屋健一、常
務理事鈴木正一、同石川治、監事椎橋俊夫。・全日本
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埼玉県知事表彰 埼玉県中小企業団体中央会会長表彰
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記念祝宴（１８：１５～２０：００）
司会：平山八重さん

印刷工業組合連合会会長表
彰＝常務理事夏目義夫、理
事市川博也、同飯田一義（以
上出席）、同西野和昌、同
堀川眞治（欠席）。・歴代理
事長顕彰者＝初代今津健之
助（昭３２～４６、故人以下同）、
第２代大川麗（昭４７～４９）、
第３代小幡良（昭５０～５４）、
第４代金井菊治（昭５５～

５７）、第５代森田栄一（昭５８～平元、存命）、第６代市
川銀平（平２～３、故人）、第７代古内光義（平４～
１１、故人）、第８代中村照雄（平１２～１３、存命、当日
顕彰授与）、※第９代新精一現職。・長寿敬老顕彰者
＝岩渕綾子（９０）、坂本壮秀（７６）、小沢俊也（７７、以
上３名当日授与）、山田富之進（７８）、森田栄一（９０）、
森本清光（８８）、櫻井初夫（８５）、梶塚恒治（９６）、神
山博（８８）。・優良従業員表彰＝〔勤続３０年以上、全
２７名〕水村廣志（３６）、清水彌興（４２）、大谷佑一（３６）、
小此木定一（３３）、矢島詔二（３１）、山田和男（３０、以
上当日出席授与、以下氏名略）。〔勤続２０年以上、全４７
名〕馬場利雄（２９）、関根一雄（２７）、古田幸一（２７）、
倉林亨（２６）、馬場光雄（２２）、清水明（２１）、秋山恭
一（２０）、小野和行�、藤井正一（２１、以上９名当日
出席授与）。〔勤続１５年以上、全１３名〕石崎隆誠（１７）、
袖山千枝子（１５、以上当日出席授与）。
受賞者代表謝辞 受賞者を代表して、吉田健副理事長
が謝辞を述べた。
来賓祝辞 埼玉県知事上田清司氏：上田知事名代とし
て出席した副知事岡島敦子氏が祝辞を代読した。
衆議院議員（内閣官房副長官） 大野松茂氏
さいたま市長 相川宗一氏

（代読：特別秘書 平田利雄氏）
埼玉県議会議員 深井明氏
全日本印刷工業組合連合会会長 浅野健氏

祝電披露
閉会のことば 岩渕均副理事長
岩渕副理事長が言葉をこめて、大勢の皆さんの一致
した協力で５０周年式典が長く胸に刻まれるものになっ
たことを謝して閉会のことばとした。

一転会場を５階の欅の間に移して、気持ほぐれる祝
宴となる。

歓迎のことば 新精一理事長
新理事長が、記念講演、式典と来賓の方々、関連商
社、組合員の協力により内容充実した記念事業として
終えられたことを謝し、一時のくつろぎをと、歓迎の
辞を述べ、祝宴に入った。
お祝いのことば
埼玉県中小企業団体中央会会長 大久保政一氏
衆議院議員 枝野幸男氏
公務多忙の中ようやく出席かなった枝野氏より祝辞
をいただく。
埼玉県商工会議所連合会会頭 川本宜彦氏
関連商社代表のことば 埼洋会会長 浅海廣氏
鏡割り 来賓、理事長ら４名ずつが２つの樽を囲んで

周周 年年年記記記念念念式式式典典典挙挙挙行行行さささるるる
平成１９年１０月１９日�、さいたま新都心「ラフレさいたま」で

全日本印刷工業組合連合会会長表彰 長寿敬老顕彰者

受賞者代表謝辞
吉田健副理事長

来賓祝辞
岡島敦子副知事

来賓祝辞
大野松茂衆議院議員

No．１０４ 平成１９年１１月２０日（３）埼 印 工 だ よ り



威勢よく小づちをうち下した。このお酒が乾杯として
配られる。
乾杯 埼玉県議会議員 宮崎栄治郎氏
ようやくくつろぎの時間、相互のご挨拶回りの時と

なって、会場はなごやかな雰囲気に包まれる。
大締 埼印工組井坂亨常務理事が、さいたま市（浦和、
大宮支部）組合員の後ろだてを得て、一本締めで締め
た。
万歳三唱 中村照雄顧問
閉宴のことば 二重作明副理事長
かくて、長時間の５０周年記念事業もようやく閉宴・
閉会となった。

埼玉県印刷工業組合５０周年記念式典

さいたま市特別秘書
平田利雄氏

県会議員
深井 明氏

全印工連会長
浅野 健氏

埼玉県中小企業団体中央会
会長 大久保政一氏

衆議院議員
枝野幸男氏

関連商社代表あいさつ
浅海 廣氏

宮崎栄治郎県議会議員による乾杯 井坂常務理事を囲んで大宮・浦和支部組合員による大締め

（４）平成１９年１１月２０日 No．１０４埼 印 工 だ よ り



今から振返って約２０年くらい
前、大宮サンパレスの６階で、
関東五県印刷協議会という名称
（現在は関東五県印友会）で五
県の正副理事長が集まりいろい
ろと協議しました。埼玉県は、
当時森田理事長、森本専務理事
でした。今は故人になられた行

田の�今津印刷所の今津辰之助氏が経営委員長で、私
は副委員長でした。そこで印刷料金早見表を見ながら
五県で相談し、改定するものは訂正して各県工組に持

ち帰り相談して作成したものが、印刷料金改定表でし
た。タテ８センチヨコ１２センチくらいのもので、ペー
ジは約５０ページ位、名刺から始まり、年賀はがき等々
の値段を決めたものでした。今では考えられないこと
だったとつくづく思い、昔がなつかしく思い出されま
す。
私がこの業界に入って、もう何年になるかなー？ ぼ
ちぼちかなーと思い出す昨今です。

為せば成る 為さねばならぬ 何事も

副理事長雑感 埼玉県印刷工業組合副理事長 二重作 明

埼玉県印刷工業組合５０周年記念式典

優 良 従 業 員 表 彰
氏 名 事 業 所 勤続年数

３０年以上（２７名）

石井 宏 関東図書� ３２

大久保忠示 武州印刷� ４８

鈴木 健一 〃 ４１

小川 和夫 〃 ３０

馬橋 邦幸 〃 ３４

杉崎 竹雄 〃 ４５

山田富之進 〃 ３４

清水 富一 〃 ４４

須永 俊男 アサヒ印刷� ４３

松本 妙子 〃 ４１

古杉 正男 〃 ３７

松本 実 〃 ３７

新井 節子 〃 ３６

鈴木 謙二 〃 ３４

朝川 明夫 〃 ３０

水村 廣志 光版社印刷� ３０

関根 新一 �愛盛堂印刷所 ３６

清水 彌興 たつみ印刷� ４２

大谷 佑一 〃 ３６

鶴田 博 〃 ３５

小此木定一 〃 ３３

斎藤 清 〃 ３３

境野 和男 〃 ３２

内田 隆夫 〃 ３１

丸橋 廣明 〃 ３１

矢島 詔二 〃 ３１

山田 和男 〃 ３０

２０年以上（４７名）

関根 一雄 関東図書� ２３

氏 名 事 業 所 勤続年数

松木真理子 関東図書� ２２

鹿島 保夫 〃 ２２

馬場 光雄 〃 ２２

清水 明 〃 ２１

高橋 弘行 〃 ２０

秋山 恭一 〃 ２０

小野 和行 〃 ２０

西村 蕃 武州印刷� ２７

田中 京子 � シ ン ポ ２０

藤井 正一 �中村印刷 ２１

松倉 一美 六三四堂印刷� ２１

菅原 正治 〃 ２１

北野 寛 〃 ２１

向山 弘 〃 ２３

工藤 孝典 〃 ２３

石川 明人 〃 ２３

椎原テル子 〃 ２５

佐藤 弘道 アサヒ印刷� ２９

木崎 泰男 〃 ２８

萩原 京子 〃 ２８

割石 秀明 〃 ２８

佐藤 洋子 〃 ２７

渡部登代子 〃 ２６

卯月 君子 〃 ２６

堀江 節子 〃 ２４

咲山 澄江 〃 ２３

松永 利雄 〃 ２３

松本 家達 〃 ２２

石川 雄二 〃 ２０

矢口 清吉 〃 ２０

氏 名 事 業 所 勤続年数

馬場 利雄 たつみ印刷� ２９

塚田 光男 〃 ２８

新井 晴雄 〃 ２７

市川 邦夫 〃 ２７

古田 幸一 〃 ２７

高田 文男 〃 ２７

倉林 亨 〃 ２６

田中 春夫 〃 ２６

金子 修 〃 ２６

荻野 晃一 〃 ２６

大久保文雄 〃 ２５

永井 泰仁 〃 ２５

清水 重文 大屋印刷� ２０

伊藤 祐二 〃 ２０

高田 雅晴 〃 ２０

上野久美子 〃 ２０

１５年以上（１３名）

寺田 高志 関東図書� １９

石黒 顕人 〃 １８

石崎 隆誠 〃 １７

袖山千枝子 〃 １５

吉田利恵子 小倉編集工房 １６

宮田 敦彦 六三四堂印刷� １５

佐野 文男 〃 １９

高木 建治 大屋印刷� １５

瀬山 正男 〃 １５

谷 緑 〃 １５

新井喜代子 〃 １５

福嶋 滋子 〃 １５

大澤 安子 〃 １５

No．１０４ 平成１９年１１月２０日（５）埼 印 工 だ よ り



第１０回

埼埼印印工工組組親親睦睦ウウォォーーキキンンググ

中中止止、、ややむむなないいねね
第１０回親睦ウォーキング大会は、今回国営武蔵丘陵

森林公園の西口を拠点（スタート・ゴール）にして、
新しいコースを設定、実行委員の皆さんは張切って臨
んだ。しかし「小雨決行」には少し余る雨天となり、
現場で役員、実行委員による協議の結果、「公式行事
としては中止する」との結論が出た。

９時５０分、雨の中西口入場門広場で参加者ミーティ
ング、ここで新理事長から「残念だが、行事としての
ウォーキング大会は中止とする。ただ公園内の散策は
入場フリーパスとするので希望者はどうぞ楽しんで下

さい。泥の坂道等は滑りやすくなっているのでくれぐ
れも注意して下さい。」と挨拶、行事の対応が説明さ
れた。雨天の中集まった参加者（概略１４０名）も、「ウ
ォー」と声にならぬ声で説明を「了」とした。

引き続いて、佐藤伍郎実行委員長からも同趣旨の説
明があった。そしてウォーキング完歩者に渡されるこ
とになっていた完歩賞を配布するので受け取って帰っ
てほしいとのお話があった。記念ドーナツ、洗剤、タ
オル等を支部ごとに配布し、改めて会社、組合員、関
連業からの参加者に手渡された。事前の参加者申込は
３９社・組合員、総勢人員２４６名であった。

また特別賞として２週間余に迫っている組合５０周年
行事にちなんでクオカードが２０枚提供され、これは新
理事長とのジャンケンで勝ち残った方２０名に謹呈され
た。「ジャンケンポン、最初はグー……」と、時なら
ぬ叫びの中で新理事長との勝負を楽しんだ。そして完
歩賞のお土産片手に、もう一方は傘をさし、三々五々、
家路に向った。一部、お弁当が配られた支部の人達は、
西口入場口２階のみやげ・喫茶店で暖気に温まりなが
ら、弁当を広げた。いつもの風景である。

雨天のため中止

「残念ですが、行事としては中止とします」
新理事長のお話

傘、傘、傘の参加者

完歩しないけど完歩賞――数まちがわないでよ。

（６）平成１９年１１月２０日 No．１０４埼 印 工 だ よ り



大大会会

�

＊＊

ウウォォーー……ええええぇぇ～～～～

！ 

雨雨ででもも楽楽ししいいでで～～すす

新理事長の挨拶を聞く参加者

ひとりでも
歩くわよ

どうしようかね

僕も私も張切って
きたのにね

No．１０４ 平成１９年１１月２０日（７）埼 印 工 だ よ り



埼玉県印刷営業士会総会が、７月１４日�マロウドイ
ン熊谷で開催された。常任幹事斉藤清氏が開会挨拶を
のべ、総会成立の報告があった。続いて矢島会長の挨
拶があった。「まず業界の背景として、価格破壊から
印刷価格が下落して歯止めがかかりません。また原油
高に伴い、用紙をはじめ様々な資材が値上がりし始め
ました。売価が下がり、資材が値上がりし益々利益が
圧迫されています。資材の値上り分が売上げに反映さ
れるよう、営業マン一人一人の腕の見せ所です。紙の
生産量は増えていると聞いています。これはフリーペ
ーパーやチラシといったオフ輪の巻取り紙の出荷が増
えて、平台の紙は増えているとは聞いていません。こ
の厳しい時代を生き残るには、全ての業種で次にあげ
る５つのポイントが重要かと思います。
�団塊世代をターゲットにした事業
�中国における生産と人口１３億人に向けた購買市場
�エコビジネス（環境・省エネ）防犯・安全に関する
事業
�福祉・介護・健康に関する事業
�通販事業。この５つのポイントに関する業種は、や
り方によっては伸びると思われます。では、この５つ
のポイントを印刷業に当てはめると、�団塊世代では、
活字を大きくし頁を増やす、自費出版等の売り込み�
中国に関しては、組版、印刷、加工等安い人件費をど
う生かしてビジネスに結び付けていくか�エコに関し
ては、再生紙、大豆インキ等で直接利益には結び付か
ない�福祉・介護に関しては、出版会社なら福祉・介
護等の出版事業�通販事業。印刷業界は自社ホームペ

ージの活用による
ネット通販にもっ
と注目しては如何
でしょう。ネット
通販で年間数十億
の売上げを上げて
いる会社もあると
のこと。お客さん
より、印刷条件（紙

質、色数、サイズ、
納期、価格）を指
示してもらい、価
格は自動見積りに
て見積金額が分か
るシステムにす
る。納期が短納期
ほど売価は高くな
るシステム。あく
まで完全データ入
稿を前提とし、入金は代金引換か銀行振込の現金商売、
回収に手間がかからない。エリアに関係なく自動的に
受注ができる。現在の営業活動はそのままに、新しい
分野の売上になり業績向上に役立つと思います。印刷
業の新しい切り口をネット通販に捜してみては如何で
しょうか。尚、本日の講演をこれからの営業活動に役
立てて頂ければと思います。お客様に信頼され、喜ば
れる営業マンになって頂けることをお願いし、益々ご
活躍されることを祈念申し上げ、ご挨拶にかえさせて
頂きます。」
続いて矢島会長が議長に着任し、第１号議案 平成

１８年度事業報告及び決算報告並びに監査報告がなされ
た後、審議され可決された。続いて第２号議案 平成
１９年度事業計画及び予算が審議され、提案どおり可決
された。
その後来賓を代表して新理事長が、「今年は、埼玉
県印刷工業組合創立５０周年という大きな節目の年であ
ります。組合では５０周年の記念式典の準備が進んでい
ます。式典は、青年部、営業士会のご協力をいただい
て、盛大に行いたいと思っております。用紙の値上げ
が待ったなしで進行して、経営を直撃しております。
それを営業士の皆さんは、顧客にフォローしていって、
価格に反映させられる方向にいってほしいと思いま
す。印刷を取りまく環境は様変わりしております。こ
の厳しい状況を、各々の会社が知恵をしぼり自分の会
社の個性を反映させながら頑張っているのですが、原
点は最先端で営業努力している皆様だと思います。自
社の強み・弱み・特長を知って、自分の会社に有利な
戦いとしていくようにしていただきたい。そして差別
化の時代ですが、一人一人が切磋琢磨し、この厳しい
状況を生き抜いていただきたいと思います。本日の田
中先生も印刷業界の実情をわかっていらっしゃる先生
です。有意義な勉強会となりますよう心より願ってお
祝いのあいさつといたします。」と祝辞を述べ、総会
を終了した。
総会終了後、「これからの印刷営業」と題して、�
ビジネスコミュニケーション研究所 代表取締役 田
中信一氏によるセミナーが、組合との協賛で行われた。
その後、恒例の懇親会に移り、午後７時散会となった。

平成１９年度営業士会総会開催される

（営業士会）矢島会長

新理事長挨拶

（８）平成１９年１１月２０日 No．１０４埼 印 工 だ よ り



１．成熟時代の印刷営業３つの基本戦略
２．価格競争に勝つ見積競争の戦い方
３．受注の仕掛け営業と３つの戦術
４．既存顧客営業力と新規開拓営業力
刈り取る“実（受注）”は、もう少ない。これから
は“種を蒔き”、“育てる”のが、営業の仕事。
少子化、高齢化、規制緩和、デフレ、出店過多、グ

ローバル化、個性化、多様化など、時代を表すキーワ
ードは、いろいろあるが、いずれにしても、今後「簡
単には売れない時代」が続く。
勝つための、印刷営業基本戦略
戦略１ 他社の仕事を取る
戦略２ 増えた仕事を取る
戦略３ 提案で仕事を取る
敵（ライバル）を知らなくては戦えない。掴みたい

ことは何か？どうしたら掴めるか？まずは、お客様と
の人間関係を深めること。お客様は、いつも三角関係
以上で視ている。
顧客が発注を決める１２の要素
１．当社の見積額 ２．他社の見積額
３．顧客の予算 ４．過去の同一仕様価格
５．品質管理力 ６．日程管理力
７．これまでの対応力 ８．提案力、提案意欲
９．見積提出時の行為 １０．見積提出後の行為
１１．切換えコスト １２．顧客からみた相性

見積合わせに勝つ
ための、見積依頼時・
作成時・提出時・提
出後の差別化行為。
お客様にとって、発
注の決め手は「価格
が８０％」「その他が
２０％」である。価格

競争は、もう限界、売り値は売り
手が決めるもの。「受注の受身活
動」から「受注の仕掛け活動」へ。３つの関心の切り
口で「お客様の“こまりごと”を知る」営業を！困り
ごと解決提案作戦１．顧客の「困りごと」を整理する
２．一番困っている人、原因、顧客にとっての解決
策に分解して検討する ３．顧客にとって解決してい
る状態にするために、当社では何ができるかを考える。
計画的行動（２０％）と、顧客対応行動（８０％）の両立
化が、目標達成の決め手になる。既存顧客の「深耕」
ができない営業マンに、「新規開拓」はできない。顧
客深耕と新規開拓はコインの裏表。印刷需要が増えな
い状況の中で、既存の印刷会社で充分事足りている状
態にも関わら
ず、新規開拓
社は後を立た
ない。印刷会
社が足りてい
る状態をどう
崩していくの
かの綿密な作
戦が不可欠。

産廃ならお任せ下さい！
廃棄物は、どこよりも低料金にて安全に処理いたします
有価物（PS版）は、どこよりも高価にて買取りしたします

実績２５年の当社へ お見積もりは無料です
産業廃棄物処理業 本社／埼玉県新座市野火止3-11-34
TEL 048（479）5956 FAX 048（481）9119

株式会社 大門商会 http : //www.daimon-shoukai.co.jp

�埼玉県印刷営業士会・講演会

「これからの印刷営業」
～価格競争に打ち勝つ戦略営業の進め方～

�ビジネスコミュニケーション研究所代表取締役 田中 信一氏

熱心に受講
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埼玉・東京交流暑気払い
盛大に開催される

平成１９年８月２４日�／池袋「アウル」

全国青年印刷人協議会の関東甲信越静・東京ブロッ
ク合同協議会が、今年は我々埼玉県の主催により開催
されました。
各県の代表者の他、当県からは新理事長様、櫻井専

務理事様をはじめ、多数の応援を含む総勢２５名が秩父
の和銅鉱泉旅館に集まりました。
テーマは全青協で協議を続けてきた「メディアユニ

バーサルデザイン（MUD）」についてでしたが、今回
は間近に迫ったデザインコンペ対策として、各自が作
成中のサンプルを持ち寄って、良い点・問題点を指摘
しあうという、より実践的な内容となりました。
参加者は３つのグループに分かれ、それぞれの現状

について発表し、今後実際に申し込むまでにすべきこ
とについて、活発な意見交換が行われました。また、
千葉県の小粥議員による「色変換シミュレーション」
では、より具体的な問題提起が行われました。
３時間に及ぶ話し合いの後に行われた懇親会では、

毎回のことではありますが大変盛り上がり、時間を忘
れて飲み、語り合いました。
翌朝各議員たちは、デザインコンペに向け、また、

業界発展のために努力していくことを約束し、散会と
なりました。
各県議員の皆様、また、ご協力いただいた新理事長
様以下埼玉県の会員の皆さん、誠にありがとうござい
ました。 全青協議員 �三興社印刷所 大川正行

毎年恒例となっている青年部会の暑気払いですが、
今年は東京都印刷工業組合の方々と合同での開催とな
りました。
当青年部会の恵会員が交流を持っている東印工組の
青年部会の皆様に参加を呼びかけたところ、快諾して
いただき、東印工組の森永副理事長様をはじめ、多数
の方々にご参加いただき実現となりました。
埼玉と東京、地域は違いますが、抱えている問題や
悩みはだいたい同じでした。また、同じ青年部団体と
いうことですぐに打ち解け、交流を深めました。
今回、試験的に他地域と合同で開催しましたが、大
変好評だったと思います。いつものメンバーとは違う
人々と意見交換することで、新たな刺激をもらうこと
ができました。 副会長 �三興社印刷所 大川正行

青 年 部 だ よ り

全青協関東甲信越静・
東京ブロック合同協議会開催報告

平成１９年６月２３日�／秩父・和銅鉱泉旅館

「熱く語り合う！」
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７月６日�、第５５回年次大会が長野市に於いて開催
され、当工組は新理事長をはじめ組合三役が出席した。
全体会議では、開会のことば、議長団選出、議事の

審議と進み、提案議事の全件を承認したあと、全印工
連武石専務理事から業界の現況報告として、全印工連
１９年度事業計画、度重なる用紙の価格改定問題につい
ての取り組み状況などの報告がなされた。
続いて全印工連経営革新・マーケティング委員会水

上委員長から「『業態変革推進プラン―２００８計画』に
ついて、現在第３ステージ「新創業」をテーマに、各
自努力されている最中と思うが、結論としてもう一度
第１ステージの「業態変革ミニマム」、第２ステージ
の「原点回帰」について見直しをして欲しい。諸外国
においても我々と同様な悩みを抱えて苦慮しているよ
うであり、最近ではトータルコーデネイターともいえ
る業種が台頭し、受発注システムに新しい動きが出て
来ている。わが国においても既に同様なサービスを提
供する企業が名乗りを上げ、顧客獲得に参入してきて
おり、「２００８計画」を提案した時より問題がより進化
していることも念頭において、良い結果を生み出せる
よう皆さんと一緒に頑張りたい。」との話があり、全
体会議を終了した。
次に分科会が各委員会ごとに開催され、討議結果が

報告（別掲）された後式典に移った。
式典は、開式宣言、国家斉唱、物故者に対して黙祷

を行い、印刷産業人綱領唱和、歓迎の挨拶とつづき、
地区協議会堀会長が「昨年１０月に開催した新潟大会の
おり、一部のマスコミから官公需取引について誘導的
報道とも思える報道がされ、その後事実無根であるこ
とがはっきりしたが、これからも誤解を受けることが
無いよう印刷産業人綱領の精神を益々高めてゆかなけ
ればならない。今年は、『２００８計画』の結論を出す時
期にきており、第５６回の静岡大会はその成果を確認す
る大会にしたい。
全ての工組で創立から５０年を迎えており、先人同様
この輝かしい文化の伝承のために、更に一段と頑張り
たい。」とあいさつをした。

続いて、来賓が紹介され、来賓を代表して村井長野
県知事、鷲沢長野市長などの祝辞を受けた。各県理事
長が紹介されたあと、最後に次期開催県を静岡県と決
定し、静岡県工組柏木理事長から歓迎の意を込めた挨
拶が行われ、式典を終了した。
懇親会は、長野県工組田中理事長のユーモア溢れる
歓迎のことばにつづいて、来賓として出席された長野
県中小企業団体中央会星沢会長などの挨拶があり、乾
杯で懇親会が開宴。アトラクションとして諏訪大社の
神事である御柱の曳航をビデオで観賞し、そのとき歌
われる木遣りを聴き懇親に入った。情報交換やお互い
の労をねぎらい談笑する中、高木前理事長の中締めが
行われ、全ての行事が終了、散会した。
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［別掲］分科会報告（各委員会検討結果の報告）
「組織委員会」
１．平成１９年度中小企業助成施策について
２．印刷産業の組織化状況について
３．魅力ある組合活動の推進とMUD（メディアユニバ－
サルデザイン）事業への協力について

「経営革新・マーケティング委員会」
１．用紙価格の値上げについて
２．平成１９年度動向調査実施について（６月配布、７月末
回収）協力の呼びかけ
３．個人情報保護対策について
４．新企画セミナー「１００年企業の歴史に学ぶ業態変革」
の開催支援について

「教育・労務委員会」
１．人材育成セミナーの開催支援について
「これからの印刷営業と営業マンのリフレッシュセミナ
ー」
２．経営者研修会の企画推進について
「１０年後の印刷メディア産業を考える～経営者は今何を考えるべ
きか～」
３．労働関係法令の研究と対応について
１）雇用ルール３法案の動きについて（１９年秋の臨時国会
で成立か？）
２）パート労働者に対する厚生年金適用の拡大について
（平成２３年９月１日施行）
４．平成１９年度各種講座・試験の実施計画について
「環境委員会」
１．日本製紙・再生紙のラインナップ再編について（K１００
生産変更）
２．ソイシールの使用許諾契約終了について
３．第５期GP工場認定申請募集（８月末締め）について
４．インターネットを活用した ISO１４００１取得支援事業に
ついて
５．平成１９年度「攻めと守りの環境対応セミナー」開催に
ついて

「共済委員会」
１．各共済制度の加入状況について
２．設備共済制度の改正について（１９年１１月１日より）
３．１９年度キャンペーンへの取り組みについて
重点工組 神奈川県、長野県

No．１０４ 平成１９年１１月２０日（１１）埼 印 工 だ よ り



熊谷１４日会 旅行記

大河ドラマ「風林火山」
ゆかりの地めぐりの旅埼玉県印刷工業組合浦和支部の会員有志の方が集ま

り、草津温泉高速バスによる一泊の旅に行ってきまし
た。
９月８日・９日の両日は天候にも恵まれて、残暑の

残る中を汗をかきながら、出発場所新宿に…。
バスの中では、静かに寝る人、日本酒をおいしく飲

まれる人、お話をしてる人と多彩でした。バスは、目
的地草津温泉に着き、ホテルの送迎バスで宿へ。今回
の旅には、若い女性も参加されたこともあり、夜は部
屋でゆっくりとお酒を飲みながら話が盛り上がりまし
た。翌日は温泉街をみんなで買い物をしなが見て歩き、
湯畑で写真を撮るなど帰りの時間までゆっくり過ご
し、また高速バスで帰ってきました。

（浦和支部 Ｈ.Ｏ）

平成１９年９月１日�・２日�／浅間温泉泊

熊谷１４日会、毎年恒例の秋の研修旅行ですが、今年
は大河ドラマ「風林火山」ゆかりの地めぐりというこ
とで、信州方面へ行ってまいりました。
ドラマの主人公である山本勘助の墓や、武田信玄と
上杉謙信が直接対決したと言われる「川中島古戦場」
などを見学しました。また、同敷地内で開催されてい
る特別企画展「体感！川中島の戦い２００７」では、色々
な遺品や、歴史の解説、またドラマの情報なども展示
されており、戦国時代にこの場所で合戦が行われたと
いうことに、一同感激していました。
また、今回の旅行は他団体と合同のツアーで実施し
たため、大変賑やかな道中でした。
２日間にわたる旅行でしたが、大きな事故もなく、
下山祝いまで済ませ無事に帰ってこれたことは何より
だったと思います。

熊谷１４日会 �三興社印刷所 大川正行

支支 部部 だだ よよ りり
浦和支部

草津温泉高速バスの旅

（１２）平成１９年１１月２０日 No．１０４埼 印 工 だ よ り



９月１７日、熊谷スポーツ文化公園で行われた親
睦ソフトボール大会に参加しました。今回は、三
興社と熊谷十四日会の合同チーム、太洋社、そし
て新たに三共社が加わり、とても心に残る大会と
なりました。まずは試合環境が非常に良かったで
す。ソフトボール専用グラウンド、綺麗な声のウ
グイス嬢、電光掲示板と、普段の大会では体験で
きないことを体験させて頂き、嬉しく思いました。
試合の方も、多少残暑厳しいところがありまし

たが、リラックスしながら笑いがあり、その中にも真
剣勝負もありといった感じで楽しかったです。特に、
午後の各チーム混合で２チーム作り、全く面識の無い

方たちとチームメイトとして試合を行ったのは、親睦
も深まり非常に良かったと思いました。
このような大会が、年１回とはチト寂しい気もしま

すが、来年もたくさんの方
の参加を願って、今回以上
に盛り上がる大会になるよ
う期待します。そしてソフ
トボールの腕を磨きたいと
思います。
（�太洋社印刷 田島理生）

第第１１２２回回ソソフフトトボボーールル親親睦睦大大会会開開催催さされれるる

No．１０４ 平成１９年１１月２０日（１３）埼 印 工 だ よ り



メディアユニバーサルデザイン（MUD）とは、社
会を構成する老若男女、時間、好みを超えて、そのも
の、施設、製品等の設計（デザイン）が有効性を発揮
するよう目指す、そんな営為とでも言えようか。具体
的にはカレンダー、地図、案内板、またホームページ
や本、雑誌等くり返し表示されるものが該当する。文
字や色の使い方に一層の工夫が求められる。
そして今回、その考え方や実践を一層促進するため、

第１回メディアユニバーサルデザインコンペティショ
ン（コンペ）が行われ、応募作品中優秀作品が表彰さ
れた。最優秀賞（一般、学生各１点）、優秀賞（各３
点）のほか特別賞として選ばれた中に当工組会員�秀
飯舎の作品があった。題して「さいたま市まるごと体
験マップ」である。日々仕事に追われる中、地図が多

くの人の目に触れることを重視し、MUDの考え方を
とことん追求して商品（体験マップ）に反映させ、受
賞できたことは大変栄誉なことである。おめでとうご
ざいます�

メディアユニバーサルデザインコンペで
（株）秀飯舎、特別賞受賞

（１４）平成１９年１１月２０日 No．１０４埼 印 工 だ よ り



会社めぐり

代表者 今津利之助
�．今津印刷所の生い立ち
先祖の言い伝

えによれば、３００
有余年前武田藩
の落武者として
当地に参り、藩
の祐筆として仕
えていた時代も
あったとの伝え
がございます。
その後、忍藩の藩札を版木をもって印刷する版木師と
しての業を営んで参りました。（又、一時は大工の頭
領、藩の祐筆も兼ねていた時代もあったと物の本に示
されております。）
明治に入り、昔忍町と言われた今の行田に群役所が

置かれた当時、ドイツ製の新式活版印刷機を導入し、
いち早く新しい印刷を手掛け、埼玉で最も古い印刷屋
として現在に至っております。
初代の当主は「行田の渋沢栄一」と言われた今津徳之

助で、産業、教育（加須市現県立不動岡高等学校の前身、
私立埼玉英和学校設立者の一人でもありました）その
他あらゆる分野で貢献した人物と言われております。
２代目今津寛之助の時代には田山花袋著「田舎教師」

の中に、“行田印刷”として当社が登場しております。
先代の今津健之助は、埼玉県印刷工業組合の初代理

事長と合わせ、全日本印刷工業組合連合会副会長とし
て永らく業界に貢献いたし（教育、文化、その他あら
ゆる分野に貢献）、昭和４７年国より９月２５日、正六位
勲五等雙行旭日章の授与の栄誉も授かっております。
�．今津印刷所の現在
平成１５年８月の弊社社屋並びに工場火災の際は、皆様
には多大な激励と励ましご支援を頂き誠にありがとう
ございました。お陰様で平成１６年３月新社屋も完成し、
社員一同業務に励んでおります。新しい需要に応える
為、各設備を導入し営業を再スタート致しました。「継
続は力なり」と申します。先祖より引き継いだ事業をさ
らに伸展させる為、社員一同努力しております。皆様方の
更なるご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

雑 感 星野 晃輝
この原稿を書いているのが、１１月の初め。年賀状が

発売され、今年も終わりに近づいた感があります。
先日、埼印工組の５０周年記念誌の原稿依頼を受け、
当社の歴史を調べているうちに、昭和６０年に蕨の「飯
田活版所」の飯田節氏が書いた「年賀状の印刷」いう
本が出てきた。
この本の一．はじめに という文頭に、『昔は従業
員数人の小規模の印刷業者は、「年賀状の印刷で、年
を越せて正月を迎えることができる」（中略）大正の
中頃好景気の頃は、年賀状百枚の印刷代は一円であっ
たという。いまの相場に換算すれば一万円である（諸
職人の一日の手間賃は一日一円ぐらい）。名刺一箱の
印刷代、理髪屋、映画の観覧料は同じであった。これ
をいまと較べると印刷代が一番安い。「年賀状の印刷」、
これ等は零細印刷業者の独壇場だ。大手印刷業者は手
を出さない。普段とかく追いこまれ気味の零細業者が
ウップンをはらす時だ………』と、書かれている。私
の家もこの時期になると、毎日夜なべをしていたのを
思い出す。
今でも、その時のお客様が、年賀状をもっていらっ
しゃいます。「お元気でなによりですね」「お陰様で」、
これが年末の挨拶だった。
しかしながら、パ
ソコンの普及、コン
ビニでの受注など、
また今年から始めた
郵便局の年賀状印刷
など、様々な外因で
受注も減り、年の瀬
の印刷屋の歳事記も
なくなりつつある昨今である。
当社の歴史は、大正１２年に遡る。それ以前に開業し

ていたと思われるが、史料がないため、創業を大正１２
年と決めた。私が三代目にあたる。私の兄弟は、二人
兄弟で、私が次男。兄が医者になったため、私が継が
なければ、印刷業を廃業するつもりでいたようだ。
今となっては、継いだ方が良かったのか、悪かった
のか、よく判らないが、創業百年までは頑張ってみた
い。
写真は、当社に残っている最古の印刷物で、昭和１３
年に印刷されたものである。会津製作所の鉄製ロッド
式平台菊半裁で印刷されたものと思われる。店頭に飾
って置くので、興味のある方は、ご覧あれ。
とにもかくにも、印刷業は、石版印刷、活版印刷、
オフセット印刷と時代が流れる。さらに、パソコンの
普及とともに日々急速に進歩している。私も時代に取
り残されないように常に柔らかい頭でいたい。

会社めぐり
有限会社今津印刷所 株式会社 央浦印刷社（旧三盛舎印刷所）
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６月１６日（川越 吉長）川越支部総会
６月２３日（秩父 和銅鉱泉）
全青協関東甲信越静・東京ブロック合同ブロック協議会

６月２５日（大宮ソニックシティ）
中央会専門委員会・常任理事会 新理事長出席

６月２６日（大宮サンパレス）
中央会情報連絡員協議会 事務局佐々木出席

７月１２日（大宮 日本海庄屋）青年部役員会
７月１４日（マロウドイン熊谷）
営業士会総会 「これからの印刷営業」セミナー

７月１８日（伊香保 福一）
中央会組合トップセミナー 新理事長出席

７月２０日（熊谷ティアラ２１）広報委員会・５０周年実行委員会
７月２７日（武蔵丘陵森林公園）
ウォーキング大会下見 佐藤委員長 事務局出席

７月２７日（高崎 ホテルメトロポリタン）
関東五県厚生年金基金理事会 新理事長 中村顧問 鈴
木氏出席

８月３日（浦和 東武ホテル）
上田知事と語る会 新井副理事長出席

８月６日（浦和 ロイヤルパインズホテル）
上田知事激励会 吉田副理事長出席

８月１０日（新都心 合同庁舎）
官公需確保対策地方推進協議会 新井・吉田各副理事長
出席

８月２４日（東京 アウル）青年部埼玉・東京交流暑気払い

８月２９日（熊谷ティアラ２１）
組織委員会・５０周年実行委員会・５０周年記念誌部会

９月１～２日（浅間温泉）熊谷十四日会研修旅行
９月６日（熊谷商工会議所）第２回役員会
９月７日（熊谷 竹ノ井）青年部役員会
９月８～９日（草津温泉）浦和支部研修旅行
９月１３日（浦和ワシントンホテル）
関東五県厚生年金基金決算代議員会 新理事長 二重
作・新井・佐藤各副理事長 中村顧問 鈴木氏出席

９月２５日（日本印刷会館）
全国事務局研修会 事務局深井・佐々木出席

９月２６日（ホテルニューオータニ）
全印工連理事長会 新理事長出席
全印工連シンポジウム 新理事長出席

９月３０日（武蔵丘陵森林公園）第１０回親睦ウォーキング大会
１０月３日（全印健保会館）

健保本部地区協議会 二重作副理事長出席
１０月４日（たつみ印刷�）印刷出版研究所５０周年取材
１０月５日（ラフレさいたま）５０周年実行委員会
１０月１０日（たつみ印刷�）ニュープリンティング５０周年取材
１０月１９日（ラフレさいたま）組合創立５０周年記念講演・式典
１０月２９日（組合事務所）広報委員会・５０周年記念誌部会

�埼印工だより１０４号は工組５０周年記念式典で前半を埋めている。たまたま７０号を見たら、こちらは丁度
４０周年記念式典特集だった。平成９（１９９７）年で、１０年前である。４０周年式典は１０月１７日、パレスホテル大

宮桜の間で行われた。時の理事長古内光義氏が式典の挨拶に立ち、「錦秋の今日この佳き日に、協調と団結で２１世紀へ」と目標
を掲げ、まだ明るさの残る世情を伺わせる。
�そして、今回５０周年。４０周年から１０年の経過だから、１０年ごとのイベントを積み上げたと受けとめればいいわけだが、５０年＝
半世紀と考えると、いかにも長い時間が経過したとの感慨が湧く。組合員それぞれの現在年齢を重ね合わせてその思いが強かろ
う。式典表彰のあった長寿顕彰者、７５歳以上の方ならばすでに斯界（印刷業）の一翼を十分担っていたろう。２０世紀、１００年の技
術革新で最たるものは印刷産業だと識者の共通認識の由。
�今回式典全体の中で記念講演が２題組まれた。大日本スクリーン製造�石田会長の「脱本業、拡本業のイノベーション～創造
へのあくなき挑戦～」と、全印工連８０００組合員の明日を担って生抜く道を探る全日本印刷工業組合連合会浅野健会長の「原点回
帰と新創業への挑戦」の２本。いずれも我々印刷業者につきつけられた課題に挑戦するリーダーを見る思いであった。なかんず
く浅野会長の言葉は一語一語胸にぐさっと刺さった。印刷業の中で生き抜こうとする限り、退歩は絶対に許されないというので
ある。次の１０年（６０周年）までひたすら走り続けるしかないですね。（S.O）

人 事 往 来

訃訃 報報 謹んでご冥福をお祈り申し上げます

８月１８日 一心舎印刷（所沢支部） 社 長 宮岡 茂穂 様

８月２１日 �雄文閣（熊谷支部） ご令室 深町 久子 様

９月２７日 大河内印刷所（深谷支部） ご令室 大河内康子 様

１０月２５日 �野中印刷所（浦和支部） ご尊父 野中 貞蔵 様

編集後記
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